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＜連絡事項＞
・物品を発注するときは在庫が少なくなったらしましょう。大量に発注する際には理由を書くようにしましょう。庶務よりご指摘がありました。

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　昭三様～有料老人ホーム　ハートスマイルはまいちかわ入所のため当院退院となる。

・清水　ヨシエ様～平和病院より持参薬指示受け済。リクシアナが追加になるため全身状態の観察を密に行い、皮下出血の発生があった場合は主治医へ報告指示受ける。
・福田　禮子様～便-5日目。小栁Drへ状態報告し、便秘時指示センノシド処方となる。

・二羽　慎様～妻様面会あり、6/8の受診について確認。次回の西病院受診は6/8は14：30予約であり、13：00に迎えに来るので、13:00～16：30で外出申請希望あり申請済。着替えは次回の面会時に持参するとのこと。

・戸田　廣孝様～長男様来院、面会される。急変時の同意書にサイン頂き、当院対応で同意を得る。

・川村　享様～全身状態について報告。膀胱留置カテーテル挿入指示あり、実施。

・坂本　愛子様～発熱ないも排尿時痛あり活気なく食欲もないこと主治医へ報告し、尿一般、尿培養指示あり実施。臨時薬ダイフェン10日分処方あり。飲み切り終了の指示。

＜要注目患者様情報＞
・松村　俊雄様～体温37.8℃他のバイタルサイン異常なし。痰鳴あり、適宜吸引施行。朝1/3摂取。昼食1/4摂取。村上Drより点滴は本日分で終了指示あり。

・戸田　廣孝様～体温37.7℃他バイタルサイン異常なし。痰鳴あり、適宜吸引施行。

・須田　浩子様～表情穏やか。ホールで過ごされている。

・西館　金政様～弄便見られている。徘徊はさほどしておらず、易怒性や暴力的な行動なく落ち着いている。

・上野　カヨ様～執拗さなく、アジテーション症状見られず静穏に過ごされている。

・中川　秀雄様～易怒性なくアジテーション症状見られず落ち着いて過ごされている。

[bookmark: _GoBack]・川村　享様～体温36.7℃　血圧90～110台で経過している。腹部膨満、緊満あり。馬渡Dr指示でバルンカテーテル挿入。HM350ｍｌ+バルン挿入前排尿300ml食事は一部介助で2/3～全量摂取。

＜食事変更＞
・西館　金政様～食事早出しへ変更

・名久井　敏則様～食事早出しへ変更

＜退院支援状況＞
・田村　ウメ様～南山苑へ入所日時について確認するもまだ未定とのこと。決まり次第連絡を頂くこととなる。

・松村　俊雄様～介護認定調査済

＜皮膚科診察情報＞
・神成 理紀之助様～臀部治癒。他処置継続。タベジール錠処方継続。

・北野　恵一様～処置継続、タベジール錠処方継続。

・川村　享様～臀部3か所の追加はすべてテラマイシン軟膏＋ガーゼ保護。他処置継続。左大転子部治癒。褥瘡含め身体管理できる総合病院への転院検討するように指示あり、主治医と相談していく。紹介状の返事は転院が決定後に作成する予定のため皮膚科ファイルに挟んでいます。

・佐々木　廣様～仙骨部、左足2ヶ所すべてテラマイシン軟膏＋ガーゼ保護の指示。

・佐藤　タキ子様～左大腿部、テラマイシン軟膏＋ガーゼ保護へ変更。

・下村　功一様～両耳治癒、処置終了。

・鈴木　正記様～ミノマイシンは処方なく飲み切り終了。処置継続。

・戸田　廣孝様～右臀部ブロメラインに処置変更。

・西舘　金政様～ミノマイシン処方なく飲み切り終了。

・細川　輝子様～タベジール錠処方継続。両手、全身乾燥部ヘパリン類似物質クリーム塗布の指示追加。

・松原　義壽様～両下肢テラマイシン軟膏塗布へ処置変更。左足背部はテラマイシン軟膏＋ガーゼ保護。

・向井　マサ様～タベジール錠処方継続。処置変更なし。

・松村　俊雄様～仙骨部の処置の際はブロメラインを注入して処置するように指示あり。

